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２０１６年７月２２日 

 

 ■ FM 音源を搭載、直感的な操作で音色編集や演奏が可能 

iPhone/iPad 向けアプリケーション 

『FM Essential』 

− ミュージックシンセサイザー「MX49 BK/BU」「MX61 BK/BU」との連携も可能。本日より提供開始 − 

 

 ヤマハ株式会社は、iPhone / iPad 向けアプリケーションとして『FM Essential』の提供を開始しま

す。本日より App Store から無料でダウンロードすることができます。 

 

＜価格と発売日＞ 

品名 アプリケーション名 対応機種 価格 発売日 

iPhone/iPad 向け 

アプリケーション 
FM Essential iPhone / iPad *1 無料 7 月 22 日（金） 

*1：iPhone 5s/6/6Plus/SE, iPod touch（第 6 世代以降）, iPad Air (第 1 世代以降), iPad mini (第 2 世代

以降), iPad Pro、iOS 9.0 以降対応。 

 

＜製品の概要＞ 

『FM Essential』は、FM 音源を搭載し、リアルタイムにシンセサイザーの演奏や音色の編集ができ

る iPhone/iPad 用アプリケーションです。 

FM音源とはデジタル音源方式の一つで、1980年代初めから当社のデジタル鍵盤楽器に搭載され、1983

年に発売した FM 音源搭載デジタルシンセサイザー「DX7」の世界的なヒットによって広く普及しまし

た。従来のアナログ方式の音源では表現できなかったエレクトリックピアノやグロッケンなど複雑な

倍音を含む音が、FM 音源によってリアルに生み出せるようになり、それまで実現できなかった演奏表

現が可能になったことで、その後の音楽シーンに大きな影響を与えました。1990 年代からはサンプリ

ング技術を応用した音源方式が徐々に主流になっていきましたが、FM 音源の独特な音色は現在でも

ファンからの高い支持を得ています。 

『FM Essential』では、当社が 1985 年に発売したシンセサイザー「DX100」や 1989 年に発売した「V50」

など往年のヤマハシンセサイザーの音色を搭載し、画面上でのシンプルな操作によって、音色を編集

したり演奏したりすることができます。またスタンドアローンとして iPhone や iPad で FM 音色を楽し

めるだけでなく、9月 1日に発売予定のヤマハミュージックシンセサイザー「MX49 BK/BU」「MX61 BK/BU」

と接続して外部音源として演奏することもできます。なお、スタンドアローンとして使用する場合は

音色数など一部機能に制限がかかっていますが、「MX49 BK/BU」「MX61 BK/BU」と接続することで制

限が解除され、すべての機能が使用可能となります。 
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詳細は以下の通りです。 

 

＜主な特長＞ 

１．わかりやすい画面での直感的な操作によって、リアルタイムで音色編集や演奏が可能 

『FM Essential』では、iPhone や iPad の画面上でのシンプルな操作によって、往年のヤマハシ

ンセサイザーの音色をリアルタイムで編集したり演奏したりすることができます。 

ボールコントロールの領域でコントローラーを指でドラッグして動かすことで、連動した複数の

パラメーターを同時に操作して音を変化させることが可能です。すべての音色に最適なパラメー

ターがセットされており、直感的な操作で各音色の個性的な音色変化を楽しむことができます。

またステップシーケンサー機能を使えば、ボールコントローラーの位置を最大 16 種類まで保存す

ることができ、16 分音符のステップシーケンサーとしてループ再生して演奏音を変化させること

ができます。さらに、エディット画面でノブパラメーターを操作し、FM 音源特有のさまざまなパ

ラメーターを調整して音作りを楽しむことも可能です。 

そのほか、アルペジエーターやコードパッドなど、手軽に演奏を楽しめる機能を搭載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ミュージックシンセサイザー「MX49 BK/BU」「MX61 BK/BU」に接続して利用可能 

『FM Essential』は、スタンドアローンとして使用できるのはもちろんのこと、ミュージックシ

ンセサイザー「MX49 BK/BU」「MX61 BK/BU」（以下、「MX BK/BU シリーズ」）に接続して使用す

ることができます※。「MX BK/BU シリーズ」と接続することで、スタンドアローンとして使用す

る際には制限がかかっているアプリの内蔵音色 271 種類がすべて使用できるようになり、音色保

存機能も使えるようになります。 

「MX BK/BU シリーズ」との連携により、『FM Essential』に搭載されている音源を「MX BK/BU シ

リーズ」の外部音源として使用できるほか、「MX BK/BU シリーズ」本体からプログラムチェンジ

による『FM Essential』の音色切り替えや、ノブ操作によるパラメータのコントロールが可能で

す。 

※接続には Lightning - USB カメラアダプタ（Apple 製）が必要です。 

ボールコントローラー ステップシーケンサー エディット画面 
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３．ドラムパッド搭載 

ドラムパッドを搭載し、エレクトロ、ハウス、ヒップホップという 3つ

の音楽ジャンルにそれぞれ適したドラムフレーズを鳴らすことができ

ます。ドラムフレーズをループさせて鳴らしながらシンセ音色を演奏し、

手軽にパフォーマンスを楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ドラムパッド 
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iPhone/iPad 向けアプリケーション 

『FM Essential』 

 

 

 

 

 

 

＊Apple、iPad および App Store は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。 

＊文中の商品名、社名等は当社や各社の商標または登録商標です。 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関するお問い合わせ先 

■ 報道関係の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 広報部 宣伝・ブランドマネジメントグループ 担当：橋本 

 〒108-8568 東京都港区高輪 2-17-11 

 TEL 03-5488-6605 

 FAX 03-5488-5063 

 ウェブサイト https://www.yamaha.com/ja/news_release/ 
  （取材申し込みや広報資料請求が可能です。） 

■ 一般の方のお問い合わせ先 

ヤマハ株式会社 サポート・お問い合わせ 

 スマートデバイスアプリケーション 

 http://jp.yamaha.com/support/apps/  

 （お問い合わせはメールでの対応のみとさせていただいております。） 


